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がんセンターの組織図 

がん患者家族サロン 



移転後に強化したポイント 

部門・部署 強化したポイント 

化学療法センター 
スペース・ベッド数(30床)の拡充，看護師の増員 
調製精度の向上など 

がんゲノム室 がんゲノム医療の提供 

小児がん連携病院 
地域の小児がん診療および長期の診療体制の強化のための連携 
関連病院を含めた専門医による長期フォローアップ外来の設置 

放射線部門 
放射線治療装置の高度化・高精度化 
ハイブリッド小線源治療（高難度新規医療技術を用いた医療）など 

緩和ケアセンター 緩和ケア病棟の開設など 



化学療法センターの開設 

リクライニングシート30床，診察室1室，面談室1室，ナースステーション 
無菌調製室が併設（安全キャビネット3台，アイソレーター1台） 



専任薬剤師 ３名 
（がん専門薬剤師1名/薬物療法認定 

                              薬剤師3名） 
 

専任看護師 ７名 
（がん化学療法看護認定看護師2名） 

がん薬物療法専門医 ３名 



化学療法センターの実績 

化学療法処方件数 2018年度 2019年度 

外来化学療法 9,836件 12,538件 

入院化学療法 7,170件 7,188件 



化学療法センターの取組み 

外来患者に対する取組み 
 
・アピアランス外来：12件 
・がん薬剤師外来：124件 
 
 
看護師による患者支援 
 
・電話サポート：83件 
・初回治療オリエンテーション：149件 
・初回治療および治療変更時の苦痛スクリーニング：698件 



がんゲノム医療の展開 

東北がんゲノム医療 エキスパートパネル（週一回開催） 



遺伝子情報に基づくがんの個別化治療 





がんゲノム室の実績（2019年度） 

• 2019/6/1 「がんゲノム遺伝子パネル検査」保険収載 

• 検査希望者 13件（うち3件は予後や検体不良などで中止） 

• 遺伝子パネル検査実施件数 10件 

• そのうち治療提案有り 1件（泌尿器科） 

• エキスパートパネル会議への参加回数 25回 

• 当院採用の遺伝子パネル検査 

     FoundationOne/NCCオンコパネル/Gardant360 



がんゲノム室の課題 

• 予後予測が困難（結果が出る前に亡くなるなど） 

 ☞事前の適応会議の強化が必要 

• がんゲノムコーディネーターが1名のみ 

 ☞研修会参加などでのコーディネーターの人材育成が必要 

• 他院からの紹介が少ない 

 ☞周知の強化（HPの充実や啓発活動など） 
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岩⼿医科⼤学 放射線治療科

2020-09-11
有賀 久哲
岩⼿県がん対策推進協議会



⽮⼱新病院の放射線治療

�. 関連装置・スタッフを⼀箇所に集約

専従スタッフによる⾼度なチーム医療

導線の短縮，密な意思疎通，今後の拡張性

�. ⾼精度照射を指向した最新の治療装置

直線加速器 2台（1台は極⼩照射野対応）

画像誘導 ⼩線源治療システム

�. 県内・県外のネットワークのハブ

全県⺠に最適・最新の治療を提供する



医⼤

１階



⑭ 放射線治療部 平⾯図



⾼精度直線加速器 2台（VARIAN社）

True Beam / True Beam with Novalis Radiosurgery

多分割コリメーター: 5 mm / 2.5 mm

画像誘導システム：6軸ロボット寝台� 呼吸同期装置

X線: 4MV� 6MV� 10MV，電⼦線：6〜18 MeV

⾼線量率モード:通常の2.3倍〜4倍の速さで照射完遂



密封⼩線源治療装置（県内唯⼀）

Electa製 Flexitron

線源：イリジウム（Ir-192� 370 GBq）

画像誘導⼩線源治療（CT治療計画）



⾼精度外部放射線治療





画像誘導放射線治療







1. 多発脳転移に対する同時定位照射



2. ⼦宮頸癌の⼩線源治療

A 腔内照射 / B 腔内＋組織内照射（ハイブリッド⼩線源治療）



画像誘導 ハイブリッド⼩線源治療

⾼難度新規医療申請 承認（2018年12⽉）



岩⼿医⼤における⼦宮頸癌⼩線源治療



3. ⾼精度放射線治療（前⽴腺癌の線量増加）

通常分割照射：2グレイ ☓ 30回 ＝ 60グレイ/6週間

→ 画像誘導放射線治療：2グレイ ☓ 35回 ＝ 70グレイ/7週間

⾼精度RT

→ IMRT� ⾦マーカー：2グレイ ☓ 39回 ＝ 78グレイ/8週間

治療開発�臨床試験�

→ 寡分割照射：3グレイ ☓ 20回 ＝ 60グレイ/4週間

→ 定位照射+スペーサー：7.25グレイ ☓ 5回 = 36.25グレイ

 



⼤学病院放射線科の役割１



2019年 岩⼿県放射線治療患者数



⼤学病院放射線科の役割２

放射線治療ネットワークのハブ機能

�. 全県⺠に最適な治療を最適な場所で提供
連携病院→⼤学：⾼精度・⾼難度症例

⼤学→連携病院：地元で標準治療

�. 全県⺠に最新治療へのアクセス機会を提供
県外の専⾨治療施設への窓⼝機能

遠⽅へ出向く前に治療適応を相談







新型コロナウイルス対応

�. 待合室の分離

�. 放射線治療室前チェック・記録

�. リスク患者に対する放射線治療前PCR検査







岩手医科大学 緩和医療学科 
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岩手医科大学附属病院 緩和ケア提供体制 



岩手医科大学 緩和医療学科 

岩手医科大学附属病院における  
 緩和ケアの提供 

主治医・ 
病棟スタッフが 
実施する基本的

緩和ケア 

１次緩和ケア ２次緩和ケア 

病棟所属の 
がん関連の認定
看護師が対応 

３次緩和ケア 

緩和ケアセンター
が対応 

岩手医大 



岩手医科大学 緩和医療学科 

岩手医科大学附属病院 
 緩和ケアセンター 

当院入院中の方 

緩和ケアチーム 

主に通院中の方 
他院治療中の方 

緩和ケア外来 緩和ケア病棟 

療養 



岩手医科大学附属病院 
 緩和ケアチーム 
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岩手医科大学 緩和医療学科 
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多
目
的
室 

Nr 
休
憩
室 

教
授
室 

医
局 カンファレンス 

ルーム 精神科医局 

合同医局 

カンファレンス 
ルーム 小会議室 

研修室 

岩手医科大学附属病院緩和ケア病棟 



岩手医科大学 緩和医療学科 



岩手医科大学 緩和医療学科 
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岩手医科大学 緩和医療学科 
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岩手医科大学 緩和医療学科 
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岩手医科大学 緩和医療学科 
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岩手医科大学 緩和医療学科 

12 

岩手医科大学附属病院 

緩和ケア病棟 活動状況 

2019.9.24〜2020.9.8（349日間） 



岩手医科大学 緩和医療学科 

13 概要 

男：女 99：98 

年齢（歳、中央値） 68（17-91） 

在棟期間 平均（日） 22.2（1-131） 

待機期間 平均（日） 3.0（0-14） 

院内紹介：院外紹介 153：44 

転帰（死亡：在院：退院：転院：治療復帰） 162：18：9：2：4 

入院患者総数：197名 （2019.9.24〜2020.9.8） 




